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研究成果の概要（和文）：教育や心理臨床の場で人が出会うとき、つねに交わされている「語り」

をどのように理解するか、臨床教育学的な観点から次の研究をおこなった。(1) 教育学と臨床

心理学との学際的な視点から、語りを解釈する方法論を検討した。(2) 保育園等で Langeveld

の心理テスト「コロンブス」を実施し、その発展としてのフィールドワークをおこない、現場

における臨床データに基づいて、解釈の方法論についての検討を進めた。 

 
研究成果の概要（英文）：Narrative is the basic means of communication between people, 
whether in education or psychotherapy. The author investigated narrative from the 
viewpoint of clinical pedagogy, both methodologically and clinically. First, the 
interpretive methodology of narrative is explored in an interdisciplinary way, using 
pedagogical and clinical psychological approaches. Second, a field work was carried out 
with children in nursery schools and other subjects, using Langeveld’s approach to 
Colombus Test. The clinical data was useful to examine the interpretive methodology. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 臨床教育学について 
 教育・保育の現場も、心理臨床におけるカ
ウンセリングの現場も、成長していく一人一
人の人に実践家が出会う場所であることに

は変わりない。教育現場において、一人一人
の子どもたちにどう出会うかという、関係性
の視点がますます重要となるにつれ、教育学
と心理臨床学の学際的な連携が進められて
いる。しかし、この臨床教育学の構築は、端
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緒についたところである。 
 臨床教育学を提唱したのは、オランダの教
育学者、M. J. Langeveld である。彼は自ら
子どもに出会う臨床実践を重ねながら、彼の
教育学的人間学を築いてきた。本研究も、こ
のように教育学と臨床実践とをつなぐ流れ
を継承するものである。 
 
(2) 「語り」の意義 
 子どもと出会うとき、教育の場においても、
心理臨床の場においても、基本的なコミュニ
ケーション手段となるのは「語り」である。
話の中に現れる事実の表層だけでなく、さま
ざまな情動的・無意識的意味を含めて理解す
ることが、出会っている二人が信頼関係を築
く上で必要である。しかし、語りを解釈する
方法論は、R. Langs らの精神分析的アプロー
チをはじめ、心理臨床学において構築されつ
つあるものの、それを教育現場に活かしたり、
教育実践の中で検証することはまだ十分に
なされていない。 
 
(3) 「コロンブス」 
 臨床教育学において解釈の方法論を構築
していくうえで、Langeveld が子どもたちの
ために作った「コロンブス・テスト」は重要
な示唆を与えている。彼が作ったこの心理テ
ストは、心理臨床学における TAT をもとにし
た、＜絵を見てお話をつくる＞テストだが、
一般の心理臨床学にはない特色を持ってい
る。しかしこのテストについての研究は、彼
以後ほとんどなされていない。 
 
 
２．研究の目的 
 語 り を 解 釈 す る 方 法 論 に つ い て 、
Langeveld の臨床教育学と「コロンブス・テ
スト」を手がかりとしながら、教育学・心理
臨床学を結ぶ学際的立場からの理論的検討
と、実践的フィールドワークの両面から、研
究をおこなう。 
 
３．研究の方法 
(1) 解釈の方法論について 
 語りを解釈する方法論を構築するため、教
育学・心理臨床学などの文献・資料を用いた
検討・考察をおこなう。 
 
(2) コロンブスの実施 
 コロンブスを実施し、研究のための基礎的
なデータを得て、探索的な解釈をおこなう。
大学生・大学院生への試行を重ねたうえ、保
育園児をはじめとする子どもたちへの実施
をおこなう。 
（大学生・大学院生については延べ約 100 名
に複数回の実施を、子どもたちについては約
20 名への実施をおこない、実施の様子を録

音・録画し、逐語録の作成等をおこなった。
また、実施に協力した大学院生らと、研究会
を開いて共同でのプロトコル検討をおこな
った。） 
 
(3) コロンブスに関する研究 
 コロンブスのもととなった TATとの比較な
どを通じて、コロンブスの性質を明らかにす
る。 
 
(4) 語りと関係性についてのフィールドワ
ーク 
 解釈の方法論について、フィールドワーク
によって実際に得られたデータからの検証
をおこなう。コロンブスなどの語りから、語
り手についての情報を得るだけでなく、語り
を通じてどのような関係性が築かれるかと
いう視点からの考察をおこなう。 
（2008 年度・2009 年度に、約 30 回にわたっ
て、保育園を訪問し、子どもたちの語りを聴
くとともに、その様子を映像記録に収めた。） 
 
 
４．研究成果 
(1) 「コロンブス」における Langeveld の
思想 
 コロンブスは、古典的な心理テストである
TAT をもとにしている。形式だけを見れば、
図版の絵柄だけしか変わらないことになる。
しかし、本質的な違いは、Langeveld の思想 
― より実践的に言えば、彼が子どもと関わ
る姿勢にある。文献を通して、またコロンブ
スの実施経験を通して、彼の姿勢や、それま
での心理臨床学との違いを明らかにした。 
 いわゆる「心理テスト」が、被検査者の内
面に焦点を当て、客観的理解のために関係性
を一定限度の「ラポール」に留める傾向があ
るのに対して、Langeveld の姿勢は次のよう
に、より人間的である。「子どもは、自分の
世界を創造しながら、彼が生み出した彼の世
界へと、われわれを導き入れるのである。…
われわれが子どもの手を引き、子どもがわれ
われの手を引いて、たえず続けられる創造の
中で、子どもはその旅の間に、彼の世界と自
分自身とを形作るのである」。ここには、臨
床的な出会いを相互的なものと捉え、人格的
に交わろうとする彼の姿勢が現れている。心
の世界をともに自由に旅して、あらたな成長
への契機を「発見」する ― そこに、「コロ
ンブス」と名付けられた本来の意義がある。
どんな図版かがこのテストを特徴づけるの
ではない ― Langeveld も、図版は自由に選
んだり、別のものを使ってもよいと述べてい
る。図版の種類や有無にかかわらず、そのよ
うな姿勢でかかわる実践が、コロンブスの本
質だと言える。このような理解は、心理学を
専攻していない学生たちとのコロンブス実



 

 

施や、保育園でのコロンブス実施・フィール
ドワークなどからも確認された（「M. J. 
Langeveld の投影法「コロンブス」について 
― TAT との比較から」「M・J・ランゲフェル
ドの「コロンブステスト」における投影法理
解とその意義について ―― 臨床教育学が
心理臨床に示唆するもの」）。 
 
(2) 解釈の方法論 
 Langeveld 自身によるコロンブス解釈にお
いては、彼が発達的観点から重要と考えてい
る視点への言及はあるものの、語りそのもの
を解釈するうえでの方法論的研究はなされ
ていない。しかし、客観的な観察とは異なり、
自ら関与する中で生み出される語りを理解
するうえでは、何らかの方法論が必要だと考
えられる。 
 関係性の中で生みだされる語りを解釈す
る視点としては、R. Langs らの精神分析的ア
プローチや、R. Haskell らの社会心理学的ア
プローチが、学際的に交わりつつある。治療
者と患者との現在の関係性が、出会いの枠組
みや状況を含めて、語りの中の無意識的意味
として現れるという観点から、語りを詳細に
解釈するものである。この方法論についての
検証をおこなった。 
 患者の語りは、治療者の学派に影響されう
る ― その学派において解釈しやすい語り
が生みだされる可能性があることが指摘さ
れている。そこで、Langs の精神分析的アプ
ローチによって、異なる学派である体験過程
療法の Gendlinの事例への解釈をおこなった。
語りについての詳細な解釈により、異なる学
派のデータにおいても十分な解釈力を持つ
ことが例証された（「関係性の投影スクリー
ンとしての身体 ― フォーカシングにおけ
る語りとその意味」）。 
 また、心理療法以外の場面 ― 保育実践・
教育実践などにおける語りの事例を取りあ
げ、同様な解釈が可能であることを示した
（「共時性 ― 関係の中で語りを聴く視点 
―」）。 
 
(3) コロンブスの実施と解釈 
 大学生・大学院生への実施を通じて、この
テストが Langeveld の言うような、創造的か
かわりを可能にするものであることが示さ
れた。また、大学生たちは、「ラポール」の
レベルを超えた「人格的な交わり」の経験を
報告してくれたが、「心理テスト」「心理療法
家」の枠組みにとらわれがちな心理臨床学に
とって、こうした臨床教育学的かかわりが示
唆するものは大きいと考えられた（「M・J・
ランゲフェルドの「コロンブステスト」にお
ける投影法理解とその意義について ―― 
臨床教育学が心理臨床に示唆するもの」）。 
 大学院生と共同でコロンブス実施を進め

る中で、小学生たちによる語りのプロトコル
を得ることができた。多数のデータを得るこ
とができたが、関係が発展しながら展開して
いく実施過程の詳細を踏まえると、プロット
をパターンとして捉えるよりは、Langeveld
の言うような個性記述的方法をとり、子ども
の語る内容だけでなく、子どもと実施者との
関係性の相を含めて理解していくことが必
要だと考えられた。そのため、先述の方法論
によって、実施者との関係性と実施状況を踏
まえた、詳細な解釈をおこなった。Langs ら
の方法論が、主に面接室での自由連想を対象
にしたものであるため、解釈にあたっては、
個別の図版の性質を考慮した。 
 事例研究によって、現在進行しつつある語
りの中に、語り手が感じている「背景として
の安全感(background of safety)」のあり方
を読みとることができた。こうした解釈は、
教育・保育現場で子どもたちとの信頼関係を
築くうえで有用だと考えられる。また、就学
前の子どもたちにも、こうした語りを創造す
る力が十分にあると知ることができた（「投
影法「コロンブス」の実施経験について 
(1)」）。 
 こうした経験をもとに、筆者自身が保育園
を訪れ、子どもたちにコロンブスを実施し、
その様子を映像記録とした。4～5 歳の子ども
たちは、十分に豊かな物語を創造することが
できた。また、子どもたちの方から、その物
語を絵に描きたいとか、何人かの仲間が集ま
ってともに物語を創りたいといった提案を
してくれて、コロンブスをさらに発展させた
「語り」を得ることができた。 
 
(4) フィールドワークを通じた方法論の検
討 
 これらの経験から、コロンブスについて新
たな視点を得ることができた。①図版に対応
するプロトコルだけがデータだと考えるの
は、「心理テスト」にとらわれた狭い見方の
ように思われる。語りは図版を超えて、さま
ざまな行動・表現・遊びに展開する。その中
で、図版だけを見ていたよりももっと深く広
く、その子たちの心の世界を知り、関係を深
めることができる。②子どもの語りに耳を傾
けるためには、それが可能になるような、自
由な関係性と自由な状況が不可欠である。そ
の信頼関係が成立したとき、子どもたちは図
版がなくても自然と語りかけてくる、その力
を持っている。 
 そこで、保育園でのフィールドワークをお
こない、子どもたちとコロンブス的な姿勢で
かかわりながら、それを映像記録におさめた。
映像記録についての解釈とその可能性につ
いて、ある事例研究を通じて論じた（「保育
研究における映像記録の意義について ― 
ある出会いについての事例研究を通して 



 

 

―」）。 
 このフィールドワークから得られた事例
や、教育・保育・心理臨床実践における事例
を取りあげ、先述の解釈の方法論によって分
析した。現在の関係性が無意識のうちに語り
の中に現れるという考えが、ユング派の「共
時性」の概念と結びつくものであることから、
共時性概念の再検討と、その実践的意義を示
した。共時性概念を導入することの意義は、
解釈が単なる静的な理解でなく、実践家（治
療者・教育者・保育者）のコミットメントを
かけた解釈的行為である点だと考えられる
（「共時性 ― 関係の中で語りを聴く視点 
―」）。 
 Langeveld の臨床教育学的思想と、精神分
析学・分析心理学をはじめとする学際的な解
釈の方法論を結びつけてきたが、このような
観点は、教育・保育実践を理解していくうえ
で有用であると考えられる。また、Langeveld
は投影法を、子どもが未来を創造する「投企」
と捉えているが、このような創造的関係性を
フィールドワークによって実体験し、そこか
ら得られた実践知に基づく事例研究をおこ
なうことができた。 
 コロンブス実施によって得られたプロト
コルや、保育園でのフィールドワークによる
映像記録については、継続的な事例研究・方
法論的研究をさらに進めていきたい。 
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